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V-30仙台空港の鉄道地下構造物施工のための地下水対策
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JR東日本名取駅から仙台空港までの仙台空港アクセス鉄道（延長7.Il(nl)のうち、当工事は仙台空池3, OOOm滑走
路進入部手前を横断する地下部構造物を淵削で施工する工事である。（写真ー1 工事場所）
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2.施工条件

(I)地質、地下水

①仙台平野の悔岸部の砂質地盤で、沖積雁を主と

した細砂、粗砂、砂質土、砂礫の砂層がN値

30前後でGL-20~-229]まで続いている。

②下部にはlm程度でN値5程度の粘土層がある。

③自然状態の地下水位は、地表面下約2Inであり、

比較的浪度の高い溶解性鉄(Fe(HCOa)）が存在。

④地下水が存在する地層の透水係数は、k=7. 7 X

I o·'crn/secと現場透水試験から得られている。

(2)施工上の問趣点

① 開削による掘削工事（地下水位低下工法）で

の計画揚水量は12,000酎／dayになることが想

定された。

② 揚水した地下水を河川に放流する場合、水酸

化鉄により排水基準を上回る「赤水Jが発生

することが予想され、沈澱・ろ過等の処理が

必要で，工事費の増大が想定された，

③現場近くには空港施設（進入灯）があり「多蟄

の水替え」による「地

盤沈下」の影磐が懸念

された。

3.地下水、復水対策

(l)工法検討
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の複数の「地下水

対策工法」につい

て比較検討した。

その結果、 「ス ー

パ ー ウェルポイン

トエ法」（以下SW
� � � � � � 

P工法）に r真空プ 写真4工事場所

レス型リチャ ー ジウェルエ法J （以下VPRW工法）を

加えた併用工法で揚水をそのまま復水するエ法を選定

した。（図4 標準断面図）

このエ法の今回規模に相当する実績例が過去には無

く、復水に対する課題が若干あるものの、上記三つの

対策への効果、コスト低絨、供用中空泄、狭い施工ヤ

ードという施工条件には有効であった。

一方、当工法を本工事に遥用するにあたっては、以

下のような取り組むべき技術的課題があり、施工段階

において随時解決することが必要であった。

① 土地の制約から復水井戸総本数14本を40m程

度の離隔距離を取る配置にしたが、井戸同士の

干渉や長期施工による若干の赤水発生が復水

能力の低下にどの程度影響が出るのか不明。

② これまでに12, 000m3/clay規模の鉄分を含んだ

地下水を地中に戻した実績が無く、復水井戸側

の目詰まりによる復水屈の低下、送水圧力の増

大禅が予想され、揚水側に与える悪影響（掘削
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以上の施工条件から、①「赤

水対策J、②「周辺の地下水位の

維持」、③「周辺の地盤沈下」に

対する対策を踏まえ、開削工事
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図ー1 標準断面図




